
国
軍
人
す
べ
て
の
人
の
熱
い
願
い
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

海
軍
特
別
陸
戦
隊
―
海
南
島
―

台
湾
出
身
志
願
兵
と
の
絆
　 

石
川
県
　
湊
健
一
　 

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
は
中
国
の
上
海
に
住
ん
で
お
り
、
海
軍

陸
戦
隊
の
ラ
ッ
パ
や
鐘
の
音
を
聞
い
て
暮
ら
し
て
い
た
。
上
海

事
変
の
時
に
は
白
い
軍
装
で
銃
剣
を
持
っ
た
水
兵
さ
ん
に
学
校

ま
で
送
り
迎
え
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
日
本
の
軍
隊
は
陸
戦

隊
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。
陸
軍
を
知
っ
た
の
は
、
親
の
故
郷

の
金
沢
へ
来
て
第
九
師
団
を
見
て
か
ら
だ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
十
月
二
日
、
大
学
・
高
等
専
門
学
校
学
生
の
徴

兵
延
期
が
廃
止
に
な
り
、
理
工
科
系
学
生
以
外
の
文
科
系
学
生

は
十
二
月
に
陸
海
軍
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ

が
、
現
在
も
ニ
ュ
ー
ス
映
画
や
写
真
に
残
る
、
い
わ
ゆ
る
学
徒

出
陣
で
あ
る
。

私
は
、
十
二
月
十
日
舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
す
る
よ
う
に
通
知

を
受
け
て
い
た
。
残
さ
れ
た
二
ヵ
月
間
、
前
途
を
思
っ
た
り
、

何
を
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
か
全
く
手
が
っ
か
な
い
毎
日
だ
っ

た
。十
月
二
十
一
日
、
出
陣
学
徒
の
壮
行
会
が
明
治
神
宮
外
苑
で

行
わ
れ
た
。
学
校
の
校
庭
で
も
在
校
生
徒
諸
氏
の
壮
行
会
が
行

わ
れ
、
学
生
服
に
巻
脚
絆
、
帯
剣
を
腰
に
締
め
、
小
銃
を
持
っ

て
代
々
木
の
会
場
に
向
か
っ
た
。
小
雨
が
降
り
出
し
黙
々
と
列

が
進
み
、
服
は
濡
れ
て
薄
寒
か
っ
た
日
で
あ
る
。

や
が
て
入
口
に
さ
し
か
か
る
と
拍
手
の
嵐
で
あ
っ
た
。
ハ
ッ

と
我
れ
に
返
り
見
上
げ
る
と
神
宮
外
苑
の
ス
タ
ン
ド
は
拍
手
を

す
る
女
学
生
で
埋
ま
り
、
髪
か
ら
雨
の
雫
が
落
ち
て
黒
髪
が
光

っ
て
見
え
た
。
分
列
行
進
が
「
抜
刀
隊
」
の
行
進
曲
に
合
わ
せ

て
前
進
し
、
水
溜
ま
り
も
何
の
そ
の
、
足
が
自
然
に
高
く
上
が

り
、
泥
の
は
ね
が
背
中
の
上
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
我
を
忘
れ

て
進
ん
だ
。

東
條
首
相
、
文
部
大
臣
、
陸
・
海
軍
大
臣
の
激
励
の
言
葉
、

残
る
学
生
代
表
の
送
る
言
葉
に
、
出
陣
学
徒
が
答
辞
を
述
べ
、

「
天
皇
陛
下
万
歳
」
を
三
唱
し
解
散
し
た
。

文
部
省
主
催
で
挙
行
し
た
学
徒
出
陣
壮
行
会
に
は
、
東
京
周



辺
七
十
七
校
が
参
加
し
た
。
出
陣
学
徒
兵
の
数
は
、
全
国
で
十

万
人
余
り
。
そ
し
て
、
こ
の
中
の
多
く
の
学
生
が
、
陸
に
海
に

空
に
行
っ
て
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

平
成
五
年
に
「
出
陣
学
徒
壮
行
の
地
」
と
刻
ま
れ
た
記
念
碑

が
国
立
競
技
場
の
一
隅
（
千
駄
ヶ
谷
門
内
の
マ
ラ
ソ
ン
ゲ
ー
ト

脇
）
に
建
て
ら
れ
た
。

十
一
月
に
も
な
る
と
、
母
が
上
海
か
ら
陸
路
数
十
回
も
乗
り

換
え
、
朝
鮮
経
由
で
私
の
所
へ
来
て
く
れ
た
。
母
の
愛
は
強
い

も
の
と
、
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
学
生
服
に
名
前
が
書

か
れ
た
日
の
丸
の
旗
を
襷
が
け
に
し
て
、
私
は
母
と
共
に
親
類

へ
挨
拶
、
靖
国
神
社
、
明
治
神
宮
等
を
参
拝
し
た
。

神
社
の
境
内
や
街
に
も
多
く
の
学
生
が
歩
い
て
い
た
。
皆
の

気
持
ち
は
私
の
気
持
ち
と
一
緒
で
あ
っ
た
ろ
う
。
映
画
館
で
は

「
無
法
松
の
一
生
」
が
上
映
さ
れ
て
お
り
、
私
は
母
と
見
る
最

後
の
映
画
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
こ
の
映
画
を

見
た
。
無
法
松
の
ひ
く
「
人
力
車
の
車
輪
の
回
転
」
が
静
か
に

止
ま
る
印
象
的
な
こ
の
映
画
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
こ
れ
が
、
母
子
二
人
の
最
後
な
の
か
と
思
う
時
、
母
の
心

の
辛
さ
を
思
い
な
が
ら
の
一
時
で
あ
っ
た
。

十
一
月
中
旬
か
ら
帰
京
の
学
生
の
送
別
の
た
め
、
上
野
、
東

京
、
新
宿
の
駅
前
の
広
場
は
、
毎
日
学
生
の
波
ま
た
波
で
あ
っ

た
。
ま
た
校
歌
・
応
援
歌
グ
ル
ー
プ
が
多
く
出
来
、
私
も
そ
の

中
に
入
っ
て
「
頑
張
っ
て
く
る
ぞ
」「
後
を
頼
む
ぞ
」
の
言
葉

を
交
わ
し
て
別
れ
た
の
で
あ
る
。

十
二
月
九
日
午
後
五
時
過
ぎ
、
臨
時
列
車
が
松
任
駅
に
着
い

た
。
こ
の
列
車
は
、
舞
鶴
海
兵
団
へ
入
団
す
る
出
陣
兵
の
臨
時

列
車
で
あ
り
、
長
野
発
各
駅
停
車
で
東
舞
鶴
へ
向
か
う
。「
防

諜
の
た
め
静
か
に
お
見
送
り
く
だ
さ
い
」
と
の
駅
員
の
声
も
い

つ
し
か
「
万
歳
」
の
声
に
変
わ
り
、
私
は
列
車
の
中
へ
入
っ

た
。学
生
服
に
日
の
丸
・
奉
公
袋
と
同
じ
姿
で
は
あ
る
が
、
皆
初

対
面
で
あ
る
。
学
校
も
違
う
か
ら
各
停
車
駅
か
ら
乗
り
込
ん
で

来
る
。
こ
の
人
達
と
一
緒
に
兵
隊
に
な
る
の
か
と
思
う
と
、
少

し
不
安
に
な
っ
た
。
通
過
す
る
駅
を
無
言
の
ま
ま
外
を
見
つ
め

て
い
る
と
、
暗
闇
の
中
に
電
灯
の
光
が
走
る
。
不
安
と
や
り
き

れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
、
と
い
う
の
が
私
の
偽
ら
ざ
る
心

境
で
あ
っ
た
。



や
が
て
列
車
は
東
舞
鶴
駅
に
着
い
た
が
、
ま
だ
薄
暗
い
。
明

け
て
十
二
月
十
日
で
あ
る
。
駅
か
ら
、
下
士
官
に
引
率
さ
れ

る
。
四
列
縦
隊
の
長
い
列
で
あ
る
。
足
音
だ
け
が
ザ
ッ
ク
ザ
ッ

ク
と
続
く
静
か
な
行
進
で
あ
っ
た
。
海
兵
団
の
門
を
く
ぐ
り
練

兵
場
に
整
列
。
三
階
建
て
の
黒
い
兵
舎
が
夜
明
け
と
と
も
に
眼

前
に
浮
か
ん
で
く
る
。
異
様
な
圧
力
と
緊
張
を
感
じ
た
。

こ
れ
か
ら
三
カ
月
余
り
、
娑
婆
（
一
般
社
会
）
よ
り
兵
隊
に

な
る
猛
烈
訂
練
が
始
ま
っ
た
。
吊
床
（
ハ
ン
モ
ッ
ク
）
訓
練
、

短
艇
（
カ
ッ
タ
ー
）
訓
練
等
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
特
訓
で

あ
る
。
時
々
、「
何
の
た
め
に
す
る
の
か
？
」
と
も
思
っ
た
が

無
我
夢
中
で
あ
っ
た
。
終
了
後
、
武
山
海
兵
団
を
経
て
、
鬼
と

言
わ
れ
た
千
葉
県
館
山
海
軍
砲
術
学
校
で
の
陸
戦
科
の
特
訓
。

ま
さ
に
鬼
の
館
山
の
血
の
出
る
よ
う
な
実
科
訓
練
を
受
け
た
の

で
あ
る
。
我
々
は
訓
練
期
間
が
終
わ
る
と
同
時
に
各
前
線
の
陸

上
、
艦
船
に
配
属
さ
れ
た
。

私
の
赴
任
し
た
現
地
は
、
上
海
特
別
陸
戦
隊
～
海
南
島
で
あ

っ
た
。
私
の
希
望
は
少
年
時
代
過
ご
し
た
上
海
、
上
海
特
別
陸

戦
隊
で
、
そ
の
希
望
が
か
な
え
ら
れ
た
の
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。

神
戸
港
よ
り
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
大
型
輸
送
船
に
予
科
練
の

兵
隊
と
と
も
に
玄
界
灘
へ
出
る
。
直
ち
に
対
空
・
対
潜
の
警
戒

体
制
に
入
り
、
朝
鮮
半
島
を
右
に
見
て
海
岸
に
沿
っ
て
（
潜
水

艦
を
避
け
て
）
第
二
の
故
郷
上
海
に
着
く
。

上
海
特
別
陸
戦
隊
よ
り
家
へ
の
連
絡
は
、
家
の
隣
家
の
田
尻

陸
戦
隊
付
剣
道
師
範
よ
り
伝
え
ら
れ
た
。
家
族
の
驚
き
と
喜
び

は
「
お
兄
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
来
た
よ
」
だ
っ
た
。
ま
さ
か
、
上

海
へ
来
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
大
騒
ぎ
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

毎
日
、
母
の
手
料
理
で
歓
迎
。
海
軍
の
話
を
す
る
の
が
楽
し
み

で
あ
っ
た
し
、
海
軍
に
入
っ
て
良
か
っ
た
な
あ
と
つ
く
づ
く
感

じ
た
。
司
令
部
中
隊
よ
り
呉
淞
砲
台
の
近
く
の
ボ
東
砲
台
に
変
わ
っ

た
。
こ
の
砲
台
は
、
上
海
空
襲
で
砲
台
員
全
員
が
戦
死
し
た
。

母
の
引
揚
げ
後
の
話
で
は
「
上
海
に
い
た
ら
あ
ん
た
も
戦
死
だ

っ
た
よ
」
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
も
運
命
で
あ
っ
た
と
、
今
も
砲

台
員
の
冥
福
を
祈
っ
て
い
る
。

ボ
東
砲
台
勤
務
か
ら
一
ヵ
月
余
り
過
ぎ
た
日
、
突
然
「
海
南

島
へ
補
充
兵
員
五
〇
人
と
、
機
関
銃
四
〇
挺
と
共
に
上
海
派
遣

隊
と
し
て
直
行
す
べ
し
」
の
命
令
を
受
け
た
。
駆
逐
艦
「
■
」

に
便
乗
し
て
海
南
島
へ
行
く
。
家
族
に
は
行
先
は
秘
密
、「
現



地
に
着
い
て
か
ら
連
絡
す
る
」
と
言
う
と
顔
色
が
変
わ
っ
た
。

せ
っ
か
く
上
海
に
着
い
た
の
に
と
い
う
父
母
の
心
は
判
る
が
、

「
絶
対
に
言
わ
ぬ
か
ら
言
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
て
も
、
こ
れ

ば
っ
か
り
は
言
え
な
い
。
軍
の
秘
密
で
あ
る
。

舟
山
列
島
を
通
過
し
て
台
湾
馬
公
着
、
軍
票
を
積
み
香
港

着
、
海
が
美
し
く
箱
庭
の
よ
う
で
あ
る
。
香
港
を
出
港
し
た
艦

船
は
必
ず
空
襲
を
受
け
る
と
の
ス
パ
イ
の
連
絡
が
あ
り
、
特
別

警
戒
に
入
る
。
水
中
探
知
器
が
潜
水
艦
を
キ
ャ
ッ
チ
、
爆
音
が

聴
こ
え
る
。
空
と
水
中
と
の
戦
闘
配
置
、
艦
が
左
右
に
蛇
行
す

る
の
が
ス
ク
リ
ュ
ー
の
回
転
に
よ
っ
て
夜
光
虫
が
白
く
光
り
、

白
い
線
を
描
い
て
い
る
。
至
近
弾
を
二
発
受
け
た
た
め
全
艦
水

び
た
し
と
な
っ
た
。

夜
明
け
と
共
に
椰
子
の
茂
る
海
南
島
三
亜
港
の
楡
林
港
に
着

い
た
。
や
れ
や
れ
と
ホ
ッ
と
す
る
。
七
七
ミ
リ
の
機
銃
と
兵
員

を
各
司
令
部
へ
配
置
、
戦
力
増
強
と
な
る
。
海
南
島
は
海
岸
線

を
確
保
し
三
亜
飛
行
場
、
航
空
隊
特
攻
基
地
、
人
間
魚
雷
基
地

な
ど
が
あ
っ
た
の
で
、
毎
日
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ38

、
Ｂ29

、
グ

ラ
マ
ン
、
カ
ー
チ
ス
戦
闘
機
の
攻
撃
を
受
け
た
。

十
日
に
一
度
連
絡
に
来
て
い
た
川
西
式
飛
行
艇
も
来
な
く
な

り
、
制
空
権
も
な
く
な
っ
た
と
感
じ
た
。
友
軍
機
は
空
中
退
避

す
る
し
、
十
二
・
七
セ
ン
チ
高
角
砲
も
一
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空

で
は
届
か
な
い
。
そ
の
た
め
敵
機
は
悠
々
と
通
過
し
て
行
く

が
、
残
念
な
が
ら
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
海
南
島
へ
の
攻
撃
は

日
に
日
に
激
し
く
な
り
、
我
々
も
銃
爆
撃
の
被
害
を
受
け
緊
迫

し
た
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
兵
員
の
補
充
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
「
現
地
の
台

湾
出
身
の
民
間
人
、
軍
属
の
中
か
ら
志
願
兵
を
募
集
し
、
特
訓

し
て
兵
力
を
増
強
す
べ
し
」
と
の
通
達
に
よ
り
、
試
験
の
結

果
、
優
秀
な
者
を
海
南
島
五
ヵ
所
に
て
約
九
〇
〇
人
余
り
を
集

め
新
兵
教
育
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
、
第
十
六
警
備
隊
の
中
之
島
訓
練
所
付
を
命
ぜ
ら
れ
、

一
般
内
務
、
陸
戦
は
同
じ
で
あ
る
が
、
カ
ッ
タ
ー
、
吊
床
の
訓

練
が
な
く
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
、
機
関
銃
、
挺
進
切
り
込
み
の
実

戦
で
間
に
合
う
訓
練
を
し
た
。
私
の
担
当
は
普
通
学
科
、
数

学
、
国
語
と
陸
戦
で
あ
っ
た
が
、
教
科
書
が
無
い
の
で
困
っ

た
。
昔
を
思
い
出
し
て
植
木
算
、
鶴
亀
算
、
平
方
根
、
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
の
定
理
等
々
、
自
分
自
身
も
わ
か
ら
な
い
学
科
も
教
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
な
ら
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か



っ
た
と
つ
く
づ
く
考
え
た
。

教
育
期
間
中
は
、
外
食
、
外
か
ら
の
差
し
入
れ
厳
禁
。
新
兵

は
皆
空
腹
で
あ
る
。
そ
こ
で
陸
戦
訓
練
中
に
部
落
の
近
く
で
小

休
止
し
て
、
三
十
分
休
憩
す
る
。
そ
の
間
に
原
住
民
の
駄
菓
子

屋
と
食
堂
で
一
息
入
れ
る
と
皆
頑
張
る
。
訓
練
中
食
べ
た
ビ
ー

フ
ン
（
米
の
粉
で
作
っ
た
麺
類
）
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

彼
等
は
日
本
兵
だ
か
ら
、
台
湾
語
は
絶
対
に
喋
っ
て
は
い
け

な
い
。
名
前
も
全
員
日
本
名
に
改
名
し
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
見

て
も
日
本
軍
人
で
あ
る
。
高
砂
族
出
身
も
い
た
が
、
広
東
省
出

身
者
と
福
建
省
出
身
者
と
が
分
か
れ
て
争
い
が
絶
え
ぬ
の
に
も

困
っ
た
。

教
育
終
了
後
、
十
八
歳
か
ら
二
十
一
歳
ま
で
の
若
い
兵
士

は
、
各
部
隊
、
各
砲
台
、
派
遣
隊
の
兵
力
の
増
強
に
な
り
、
日

本
兵
の
年
輩
の
補
充
兵
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
重
宝
が
ら
れ

喜
ば
れ
た
。
台
湾
出
身
者
は
真
面
目
に
訓
練
を
受
け
、
大
部
分

が
軍
人
と
し
て
立
派
に
任
務
を
遂
行
し
て
く
れ
た
。

私
は
四
十
人
余
り
の
志
願
兵
と
共
に
、
海
岸
線
防
衛
と
治
安

維
持
の
任
務
に
就
き
、
毎
日
戦
車
壕
と
防
空
、
対
上
陸
軍
防
衛

の
た
め
の
タ
コ
壼
を
掘
り
、
ト
ー
チ
カ
、
要
塞
の
建
設
に
従
事

し
た
。
こ
こ
が
死
に
場
所
に
な
る
と
頑
張
り
、
皆
と
「
運
命
を

共
に
し
よ
う
」
と
語
り
合
っ
た
。

Ｙ
作
戦
の
信
号
が
あ
り
、「
敵
機
動
部
隊
・
艦
船
が
南
シ
ナ

海
を
遊
弋
中
、
直
ち
に
戦
闘
配
置
に
就
け
」
と
い
う
命
令
で
あ

る
。
全
員
武
装
し
、
食
料
と
し
て
「
お
む
す
び
」
が
配
給
さ

れ
、
敵
の
上
陸
を
防
ぐ
た
め
死
に
場
所
へ
行
っ
た
。

ト
ー
チ
カ
の
中
で
眠
れ
ぬ
夜
が
明
け
た
頃
「
敵
機
動
部
隊
は

北
上
し
つ
つ
沖
縄
上
陸
す
」
と
の
報
で
、
Ｙ
作
戦
は
中
止
と
な

り
、
命
が
延
び
た
。
ま
た
ゲ
リ
ラ
掃
討
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
討
伐

に
も
出
動
す
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
日
本
は
連
合
軍
に
包
囲

さ
れ
、
各
地
の
戦
線
が
だ
ん
だ
ん
に
厳
し
く
な
っ
て
き
た
状
況

も
無
線
な
ど
で
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
つ
、
米
軍
が
上
陸
し
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
対
空

砲
を
垂
平
砲
（
砲
台
）
に
変
え
て
海
岸
線
の
防
備
を
強
化
し

た
。
そ
の
た
め
毎
日
毎
日
、
土
木
工
事
に
も
汗
を
流
し
た
。
と

に
か
く
、
こ
こ
が
自
分
の
墓
場
に
な
る
の
だ
と
思
っ
て
一
生
懸

命
に
全
員
力
を
入
れ
て
い
た
。
将
校
も
下
士
官
も
兵
隊
も
、
そ

し
て
台
湾
の
志
願
兵
も
一
致
し
て
、
空
腹
に
も
耐
え
な
が
ら
努



力
を
し
て
い
た
。

そ
の
間
、
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
放
送
（
短
波
）
を
傍
受
し
、
南

方
の
島
々
も
撤
退
（
転
進
）
作
戦
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
そ
し
て
「
広
島
、
長
崎
に
新
型
爆
弾
が
炸
裂
（
原
子
爆

弾
）

、
被
害
が
甚
大
」
と
い
う
。
デ
マ
だ
、
日
本
は
不
滅
だ
、

必
ず
勝
つ
と
信
じ
て
い
た
が
、
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。「

八
月
十
五
日
、
重
大
放
送
あ
り
。
本
部
に
集
合
」
と
の
連

絡
が
あ
っ
た
。
服
装
を
正
し
て
整
列
す
る
。
ラ
ジ
オ
は
雑
音
が

ガ
ー
ガ
ー
と
し
て
聞
き
取
れ
な
い
。
戦
い
が
終
わ
っ
た
よ
う
で

も
あ
り
、
ま
た
、
励
ま
し
の
御
言
葉
の
よ
う
で
も
あ
る
。
誰
言

う
と
な
く
「
負
け
た
。
戦
争
は
終
わ
っ
た
」
と
肩
を
落
と
し
す

す
り
泣
き
が
聞
こ
え
る
。
皆
虚
脱
状
態
で
あ
る
。「
デ
マ
だ
」

一
瞬
静
か
に
な
り
、
ま
た
ざ
わ
め
く
…
…
。

デ
リ
ー
放
送
が
、
盛
ん
に
「
日
本
全
面
降
伏
、
ポ
ツ
ダ
ム
条

約
受
諾
」
を
伝
え
て
い
る
が
、
我
々
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

原
住
民
も
騒
い
で
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は
台
湾

の
志
願
兵
に
何
と
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
彼
等
は
日
本
を
信
じ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
自
分
が
初
年
兵
教
育
を
し
、「
こ
こ
が

死
に
場
所
だ
、
運
命
を
共
に
し
よ
う
」
と
語
り
諭
し
た
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
私
は
彼
等
に
「
本
日
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
終
戦
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
故
郷
へ
帰
っ
て
復
興
再
建
の
た
め
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
諸
君
の
健
闘
を
祈
る
」
そ
れ
だ

け
の
言
葉
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。

我
々
は
田
独
鉱
山
の
捕
虜
収
容
所
に
集
中
（
集
中
営
）

、
台

湾
の
志
願
兵
は
中
国
軍
第
十
九
師
団
に
引
き
渡
し
た
。
そ
の

後
、
如
何
に
な
っ
た
か
不
明
で
あ
り
、
逆
賊
、
漢
奸
と
し
て
処

刑
さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
こ
と
も
考
え
、
泣
き
な
が
ら
「
日
本
へ

連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
嘆
願
す
る
者
が
続
出
し
た
。

何
と
か
納
得
は
さ
せ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

私
達
は
、
武
装
解
除
さ
れ
、
毎
日
山
林
の
伐
採
と
道
路
の
整

備
の
重
労
働
。
配
給
食
料
も
少
な
く
な
る
。
栄
養
失
調
者
も
出

る
。
い
つ
ま
で
こ
こ
に
い
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
戦
犯
容
疑
者

の
首
実
験
が
行
わ
れ
、
二
人
連
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
次
の
番

は
誰
で
あ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
不
安
な
日
も
続
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
に
入
り
、
米
軍
の
輸
送
船
リ
バ
テ
ィ
ー



型
が
入
港
し
た
。「
引
揚
船
ら
し
い
。
日
本
へ
帰
れ
る
ぞ
」
と

皆
の
顔
に
明
る
さ
が
蘇
る
。
港
で
最
後
の
首
実
験
が
行
わ
れ

た
。
現
地
人
、
中
国
軍
、
米
軍
の
将
校
に
顔
を
凝
視
さ
れ
て
帰

ら
ぬ
者
も
出
た
。
情
け
な
い
敗
戦
の
姿
で
あ
っ
た
。
船
員
は

「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
を
歌
い
、
内
地
の
状
況
を
聞
く
。
味
■
汁
と
、

た
く
あ
ん
が
、
何
と
美
味
で
あ
っ
た
か
忘
れ
ら
れ
な
い
。

あ
あ
、
こ
れ
で
や
っ
と
日
本
へ
帰
れ
る
。
上
海
に
い
る
家
族

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
　
そ
の
後
三
ヵ
月
し
て
全
員
無
事

引
揚
げ
、
再
会
、
戦
後
生
活
が
始
ま
っ
た
。

毎
日
、
家
族
会
議
、
闇
屋
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
買
い
出
し
、
引

揚
者
と
復
員
者
の
家
族
の
日
本
で
の
生
活
は
、
当
分
の
間
は
生

き
て
い
く
の
に
精
い
っ
ぱ
い
…
…
。

昭
和
五
十
五
年
十
月
、
台
湾
か
ら
手
紙
。「
覚
え
て
い
ま
す

か
私
達
」
と
い
う
書
き
出
し
で
「
学
友
会
（
戦
友
会
）
を
致
し

ま
す
か
ら
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
が
待
っ
て
い
ま

す
」
と
、
忘
れ
て
い
た
志
願
兵
か
ら
の
便
り
で
あ
っ
た
。
驚
き

と
懐
か
し
さ
で
胸
が
高
鳴
り
、
地
方
新
聞
に
も
「
三
十
六
年
ぶ

り
の
再
会
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

私
達
関
係
者
（
当
時
の
湯
浅
大
尉
、
古
屋
中
尉
等
関
係
者
十

人
）
と
感
動
の
再
会
。
懐
か
し
い
青
天
白
日
旗
の
並
ん
だ
桃
園

空
港
へ
。
会
場
で
再
会
の
涙
涙
で
、
皆
と
抱
き
合
う
。
よ
く
ぞ

生
き
て
い
た
と
、
別
れ
て
か
ら
の
苦
労
話
、
申
し
訳
な
い
と
謝

る
だ
け
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
、
中
国
軍
か
ら
解
放
さ
れ
、
民
間
人
と
し
て
故
障
し

た
船
を
修
理
、
十
二
日
間
か
か
っ
て
海
南
島
よ
り
台
湾
に
帰

り
、
再
建
の
た
め
頑
張
っ
た
と
、
胸
を
張
っ
て
言
っ
て
い
た
。

大
和
魂
で
頑
張
っ
た
と
。
そ
れ
以
後
、
毎
年
十
一
月
に
慶
生
会

を
開
く
こ
と
に
決
定
し
、
今
年
で
も
う
二
〇
回
に
も
な
る
。
参

加
者
も
毎
年
少
な
く
な
っ
て
い
く
が
、
ま
だ
七
十
人
参
加
。
日

本
か
ら
は
、
昨
年
は
私
一
人
に
な
っ
た
。「
最
後
の
一
兵
ま
で

来
て
く
だ
さ
い
」
と
彼
等
は
言
う
。
私
も
命
あ
る
限
り
出
席
す

る
覚
悟
で
あ
る
。

生
死
を
共
に
し
た
友
情
は
永
遠
で
あ
る
と
信
じ
る
。
日
本
へ

来
れ
ば
、
必
ず
靖
国
神
社
と
護
国
神
社
に
参
拝
す
る
。
今
ま
で

私
の
家
に
も
五
人
余
り
訪
れ
た
。
嬉
し
い
来
訪
者
で
あ
る
。
私

も
台
湾
へ
行
く
と
、
必
ず
台
中
市
宝
覚
寺
に
あ
る
「
霊
安
故

郷
」
に
参
る
。
こ
れ
は
日
本
の
た
め
に
散
華
し
た
台
湾
出
身
者



三
万
三
千
柱
の
慰
霊
碑
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
と
台
湾
出
身
者
と

は
、
永
遠
の
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
人
生
を
大
切
に

し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
る
今
日
で
あ
る
。

ボ
ル
ネ
オ

第
二
十
二
特
別
根
拠
地
隊
　 
岐
阜
県
　
保
木
松
右
衛
門
　 

農
家
の
次
男
と
し
て
、
現
在
の
岐
阜
県
吉
城
郡
国
府
町
で
生

ま
れ
た
私
は
、
家
を
継
ぐ
立
場
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
姉
は
既
に
嫁
ぎ
、
兄
は
軍
隊
に
入
っ
て
い
る
が
、

帰
っ
て
来
れ
ば
家
業
の
農
業
に
従
事
す
る
だ
ろ
う
と
、
半
ば
安

心
し
た
次
男
坊
で
い
た
の
で
し
た
。

大
正
十
年
六
月
五
日
生
ま
れ
で
し
た
か
ら
、
昭
和
十
六
年
徴

集
で
兵
隊
検
査
を
受
け
、
第
二
乙
種
、
第
一
補
充
兵
と
な
り
、

歩
兵
の
八
番
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
軍
隊

へ
す
ぐ
行
く
こ
と
は
無
い
と
思
い
、
昭
和
十
七
年
に
神
奈
川
県

に
あ
る
相
模
原
陸
軍
航
空
支
■
に
入
所
、
八
ヵ
月
間
勤
務
を
し

て
い
る
う
ち
召
集
令
状
が
来
ま
し
た
。
陸
軍
か
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
昭
和
十
八
年
九
月
海
軍
へ
召
集
と
い
う
の
で
、
ち
ょ

っ
と
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
も
呉
海
兵
団
入
団
と
な
り

ま
し
た
。

呉
で
改
め
て
検
査
を
受
け
、
甲
種
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
徳

島
航
空
隊
へ
転
属
、
三
ヵ
月
の
新
兵
生
活
を
送
っ
た
の
で
す
。

海
軍
の
新
兵
の
教
育
は
誰
で
も
知
る
よ
う
に
極
め
て
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
誇
り
あ
る
帝
国
海
軍
の
水
兵
に

は
な
れ
ぬ
か
ら
で
し
ょ
う
。
バ
ッ
ト
で
尻
の
ア
ザ
が
消
え
る
こ

と
は
な
く
、
海
軍
軍
人
と
し
て
の
基
礎
を
徹
底
的
に
仕
込
ま
れ

た
三
ヵ
月
で
し
た
。

次
は
航
空
隊
か
ら
自
動
車
学
校
で
の
教
育
が
二
ヵ
月
間
あ

り
、
運
転
技
術
を
身
に
つ
け
、
一
等
水
兵
と
な
り
、
元
の
呉
海

兵
団
へ
戻
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
海
兵
団
に
い
た
の
は
二
十
日

間
、
南
方
へ
勤
務
、
転
属
と
な
り
、「
讃
岐
丸
」
と
い
う
輸
送

船
に
乗
船
し
ま
し
た
が
、
も
う
昭
和
十
九
年
と
な
り
、
制
空
・

制
海
権
は
既
に
連
合
軍
の
手
中
に
あ
り
、
敵
の
潜
水
艦
は
南
方

各
海
峡
に
出
没
し
、
船
の
航
行
は
危
険
極
ま
り
な
い
も
の
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々
兵
隊
に
は
細
か
い
こ
と
は
判




